
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年2 月4 日（土）開場14：00 開演 14：30 

YMCA アジア青少年センター『スペース Y』 

（JR 水道橋駅・JR 御茶ノ水駅・東京メトロ神保町駅から徒歩） 

◇ 入場料 1,000 円（全席自由）◇ 
＊チケット代は東北の子ども達の自立支援活動に活用させて頂きます 

【申し込み・問い合わせ】 

認定ＮＰＯ法人 日本ハビタット協会 

電話：03-3512-0355  Email：info@habitat.or.jp 

 

 

東日本大震災イベント 

~ そして、こども達の未来へ ~ 

【第１部】 

写真が伝える「あの日と今」 【第２部】 

対談「震災がもたらした子どもの貧困と自立に向けて」 

【歌･朗読】   

こだま 愛 

（女優） 【フルート】   

吉崎 叶都子 

【チェロ】   

冨成 倫子 

未曽有の被害をもたらした東日本大震災から、まもなく 6年が経とうとしています。大地震と津波に襲わ

れたあの日からの出来事を「風化」させないために。 

仙台出身の報道カメラマン高橋邦典さんが撮った被災地の写真映像と宝塚歌劇団出身のこだま愛さんに

よる被災された方が綴った手紙の朗読と音楽を通して、東日本大震災から「今」にいたる歩みを振り返り

ます。 

後半のトークセッションでは、6年を経た現在の課題として「子ど

も」に焦点をあてます。大震災により、震災孤児や遺児、親が仕事

を失った子ども等、子ども達を取り巻く環境は激変しました。彼ら

のより良い未来のために、今何が求められているのでしょうか？ 

困難な状況にある子どもへの支援活動に取り組む講師をむかえ、私

たちにできることを考えます。 

・主催：認定NPO法人 日本ハビタット協会 

・協力：アジアの女性と子どもネットワーク 

マリ クリスティーヌ 

(元国連ハビタット親善大使/        

 異文化コミュニケーター) 

卜蔵 康行 

(こどもの夢ネットワーク代表) 

Photo by  

Kuninori Takahashi 

写真・朗読・音楽のコラボレーションによるステージ トークセッション 



 

東日本大震災イベント 

あの日のこと ～そして、こども達の未来へ～ 

申込書 

下記に必要事項をご記入の上、FAXもしくはEmailでお送り下さい。 

FAX：03‐3512‐0355 

Email：info@habitat.or.jp 

 

（ふりがな）  

氏名  

参加人数  名 

連絡先 

TEL  

Email  

 

      ＊入場料（1,000円）は、当日受付にてお支払い下さい。 

       こどもの夢ネットワークを通じて、こども達の自立支援事業に活用します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東口改札を出て、正面の大きな通り（白山通り）を右へ進む。

「牛丼の吉野家」を過ぎて、インド料理店「Sri Balaji」の

ある交差点を渡り、三菱東京UFJ銀行の脇道を進む。突き当た

り右手に見える神田女学園の横の路地を直進した前方。 

会場へのアクセス 

A5出口を出て、白山通りを水道橋駅方向へ進む。「セブンイ

レブン」がある角を右折し、直進する。突き当たりを左折し、

直進した右手。 

御茶ノ水橋口前方にある交番の左脇の道を直進する。三楽病

院の先の道を左折し、突き当たりにある階段「男坂（おとこ

ざか）」を降りる。一つ目の角を右折し、直進した右手 

JR水道橋駅／約 7分 

地下鉄神保町駅／約 7分 

JR御茶ノ水駅／約 8分 


